
地層科学研究所では、MEMS 加速度センサを内蔵した震動計測システム

Geo-Stick を開発しました。小型で軽量、かつ廉価でありながら、強震計と

して十分な性能を有しています。単体での計測が可能であり、手軽に構造物

の震動計測を行うことができます。 
 

中小地震時の計測データを積み重ね、大地震時の震動を推定 

中小地震時のたびに、Geo-Stickが設置された計測地点と震源との距離、および地震のマグニチュードより、

距離減衰式を用いて理論最大加速度を求めます。次に、計測された最大加速度に対して、この理論最大加速度

を相関図上にプロットするとともに、回帰直線の傾きを表す係数を求めておきます。計測地点で想定されてい

る震源断層については、計測地点との最短距離と推定マグニチュードより理論最大加速度を求め、これに先の

係数を乗ずることで、計測地点における、想定震源断層による地震時の最大加速度の推定値を得ることができ

ます。地震時に計測された層間変形角や構造部材の応力などと理論最大加速度との回帰式が得られれば、大地

震時におけるこれらの値を同様の方法で推定することができ、直接被害予測に役立てることもできます。 

 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Geo-Stickを活用した診断サービスのフロー 

距離減衰式 
（司、翠川：日本建築学会構造系論文集、第 523号、1999年.） 

寺泊（NIG016）の相関図と回帰直線、 
および新潟県中越沖地震におけるプロット（■） 

（独立行政法人防災科学技術研究所が運用する K-NET（全国強震観測網）のデータを使用） 
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Geo-Stick の計測結果を活用した構造物の診断サービス 



インターネットを活用したデータ分析、診断サービス 

Geo-Stick は MicroSD カードを内蔵しており、地震時の加速度波形を記録します。Geo-Stick をパソコンに

USB で接続することで波形データを取りだすことができ、このデータをメールに添付し、地層科学研究所の

モニタリングセンターへ送付いただければ、数々の分析を実施した結果を閲覧することができるようになりま

す。また、WiFi モデルや LTE モデル（開発中）では、震動の発生とともに波形データを自動でモニタリング

センターに転送し、速やかに分析を行い閲覧データを更新します。ご希望に応じ、地層科学研究所が独自に開

発した「距離減衰式を用いた構造物の診断サービス」（特許出願中/開発中）もご提供の予定です。 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

http://www.geolab.jp  お問い合わせは chisouken@geolab.jp 
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Geo-Stickを活用した地震時の構造物の震動計測と診断サービスのイメージ 


